
新しいオンライン選挙制度の仕組
み
現代のデジタル社会に対応した、より公平で透明性の⾼い選挙システムの実現に向け
た新しいオンライン選挙制度についてご説明します。この制度は質問と回答のデータ
を軸にしたマッチングと年齢調整付きポイント投票を組み合わせた⾰新的な仕組みで
す。



オンライン選挙制度の全体フロー

質問フェーズ
有権者は「YES/NOで答えられる質問」を1⼈1問提出します。例えば「ベーシックインカムを導⼊すべきか？」など。

AIによる集約‧提⽰
AIが重複や類似内容をまとめ、代表質問セットを⽣成します。候補者全員に同じ質問セットを提⽰し、回答を回収します。

マッチング評価
AIが各有権者の質問‧回答と候補者の回答を突き合わせ、合致率や⼀致‧不⼀致項⽬を個別に算出‧表⽰します。

ポイント配分
有権者は「100-⾃分の年齢」ポイントを保有し、⽀持または不⽀持として候補者に⾃由に配分します。

集計と当選
候補者ごとの最終ポイントを合算し、最も多くのポイントを得た候補者が当選となります。



制度の核となる5つのキーポイント

1

質問の⺠主化
全有権者が「1問」を提出することで、政
治議題を草の根レベルから形成します。こ
れにより、実際に市⺠が関⼼を持つ問題が
政治の中⼼に据えられます。

2

AIの多⾯的役割
AIは①質問の統合‧重複排除、②候補者回
答の取得、③有権者ごとのマッチング分
析‧提⽰を担います。これにより、膨⼤な
情報処理を効率的に⾏うことが可能になり
ます。

3

年齢連動ポイント
「残りの⽣涯影響が⼤きい世代」の声を相
対的に重くするため、若年層ほど配分でき
るポイントが多くなります。これは世代間
の公平性を⾼める⼯夫です。

4

正負ポイント制
⽀持表明も不⽀持表明も同じ「資源」を消費するため、感情に任せ
た過剰なバッシングを抑制する効果があります。有権者はポイント
を戦略的に使う必要があります。

5

選挙区の撤廃
地域格差を排除し、全国⼀律‧オンライン完結の選挙を実現しま
す。これにより、⼀票の格差問題が解消され、より公平な代表選出
が可能となります。



各フェーズの詳細プロセス
1質問提出（期間：X⽇）

有権者はプラットフォーム上で質問を⼊⼒します。AIがリアルタイム
で重複チェックを⾏い、類似質問の提案も表⽰します。

2 代表質問確定
AIが同義‧類似質問をクラスタリングし、重み付けして数百問程度に
圧縮します。公開後、異議申し⽴て期間を設けて透明性を確保しま
す。3候補者回答（期間：Y⽇）

候補者は⼀⻫にYES/NOで回答し、さらに200字以内の補⾜説明を加える
ことができます。これにより、単純な⼆択以上の情報が有権者に伝わ

ります。 4 マッチング通知
有権者ダッシュボードには、各候補者との合致率（％）と賛否が⼀致/

不⼀致の質問リストが表⽰されます。⾃分の価値観に近い候補者が視
覚的に分かります。5ポイント配分（投票期間：Z⽇）

スライダーや⼊⼒欄でプラス/マイナスポイントを振り分けます。未使
⽤ポイントは棄権扱いとなるため、全ポイントの使⽤が推奨されま

す。 6 開票‧結果公表
ブロックチェーン等の技術で不正を防⽌します。全候補の総ポイント
をリアルタイムに可視化し、期間終了時点で確定します。



年齢別ポイント制度の具体例

オンライン選挙制度では、年齢に応じたポイント配分により世代間の公平性を確保します。若
年層は将来への影響が⼤きいため、より多くのポイントを持ちます。

年齢 保有ポイント 配分例 意味するところ

25歳 75pt +50ptを候補
A、-25ptを候補B

将来の利害に⼤き
く影響するため、
若者の意⾒がより
反映されます

40歳 60pt +30ptを候補A、
+30ptを候補C

中年層も⼗分な発
⾔⼒を持ちつつ、
バランスよく配分
できます

60歳 40pt +20ptを候補
C、-20ptを候補D

⾼齢者も意⾒表明
可能ですが、重み
は相対的に⼩さく
なります

80歳 20pt +10ptを候補B、
+10ptを候補E

⾼齢者の意⾒も尊
重されつつ、将来
世代とのバランス
を取ります

このシステムにより、⻑期的な政策課題（環境問題や年⾦制度など）について、その影響を⻑く受ける世代の意⾒がより強く反映される仕組みになっています。



新制度がもたらす4つのメリット

政策重視の選択
マッチング情報が可視化されることで、候補者のイメージではなく
政策への賛否に基づく投票が促進されます。有権者は⾃分の価値観
と各候補者の政策の⼀致度を明確に把握できるため、より合理的な
判断が可能になります。

若年層の実質的な発⾔⼒向上
年齢に応じたポイント配分により、若年層の政治参加へのインセン
ティブが強化されます。⻑期的課題（年⾦‧環境など）に対して、
その影響を⻑く受ける世代の意⾒が適切に反映される仕組みとなっ
ています。

ネガティブキャンペーン抑⽌
誹謗中傷も⽀持表明と同様にポイントを消費するため、感情的な批
判には実質的なコストがかかります。これにより、建設的な政策議
論が促進され、選挙戦の質が向上することが期待されます。

全国単⼀選挙での公平性
地域⼈⼝差やゲリマンダー（選挙区割りの恣意的操作）の影響を排
除し、真に⺠意を反映した代表選出が可能になります。⼀票の格差
問題が根本的に解決されます。



課題と解決すべき論点

新しいオンライン選挙制度を実現するためには、技術的な課題だけでなく、社会的な課題も解決する
必要があります。特にデジタルデバイドの問題は重要です。

AIの中⽴性‧アルゴリズム監査

質問の集約やマッチング分析を⾏うAIの中⽴性を確保し、定期的な第三者機関による監査を実施
する必要があります。

本⼈確認と不正防⽌

マイナンバーとの連携や⽣体認証などを活⽤し、なりすまし投票や不正アクセスを防⽌する堅牢
なセキュリティ対策が不可⽋です。

デジタルデバイド対策

⾼齢者やインターネット環境が整っていない地域の有権者に対するサポート体制を整備し、参政
権の平等を保障する必要があります。

⾼齢世代の代表性確保

ポイント制度により若年層が優遇される⼀⽅で、⾼齢者特有の課題が軽視されないよう、バラン
スの取れた制度設計が求められます。

候補者乱⽴時の対応

多数の候補者が⽴候補した場合のポイント分散を防ぐため、適切な閾値設定や決選投票制度の導
⼊などを検討する必要があります。



まとめ：新たな⺠主主義の形
この新しいオンライン選挙制度は、「質問と回答のデータを軸にしたマッチング」と「年齢調整付きポイント投票」を融合した⾰新的な仕組みです。

デジタル時代にふさわしい、より透明で公平な⺠主主義の新しいモデルとして、この制度の実現に向けた議論と検証を進めていくことが重要です。

情報の対称性
全候補者に同⼀質問を提⽰することで、公平な⽐較と判断が可能になりま

す。

世代バランス
若年層を重視しつつも、全世代の声を取り⼊れる仕組みにより、⻑期的視点
での政策決定を促進します。

双⽅向性
プラス/マイナスのポイント制により、⽀持と不⽀持の両⽅を表明できる柔
軟な投票システムを実現します。


